
 

 

 

 

 

 

 

 

             
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上伊那教育研究会 基調講演会記録 概要 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

表現することで自己が形成される 

人間は表現しながら生きていて，表現することによって

人間は自分を創っている。自分が生きる世界を創っている。

表現はすなわち形成である。 

 人間は，外にある素材に働きかけることによって，自分が

何者であるかを知ることができる。思いどおりにならない

外の素材に形を表す。そこで自分が何者であるかを知るこ

とができる。それが自覚となる。 

 例えば，人間は楽しいから笑うのではなく，笑うから楽し

い。つまり，形が先にあって，形によって自分の内側が創ら

れる。 

 

子どもと向き合う一瞬一瞬こそが 

 表現を導くイデア（理念）はあらかじめどこかにあるわけ

ではない。「表現」における人間の「内」と「外」との相互

の働きかけのなかで生まれてくる。例えば，彫刻家にとって

作品のイデアは「一打の鑿（のみ）」ごとに，その行為のな

かに現れてくる。 

 「一打の鑿」。一瞬一瞬，子どもとかかわるときに，その

瞬間に生まれている。私たちがやっているのはモノづくり

ではない。相手は人間なのである。子どもは思うようになら

ない。一人ひとりが歴史を背負って，そこにいる。だからこ

そ，鑿の一打ちを打っていく。 

 

根底にあるのは無条件の肯定 

 善いものや美しいものを求めることを木村素衞は「エロ

ス」と呼ぶ。私たちは善かれと思って働きかけている。それ

が「エロス」であるのだが，人間はどこまでいっても現実に

「イデア」に到達することはできない。つまり，善いものや

美しいものだけを求める人間は絶望するしかない。 

 もうひとつの愛，それが「アガペ」，許して愛するのが「ア

ガペ」，つまり無条件の愛。それに対して，「エロス」は条件

付きの愛。人間は「エロス」を求める生き方がコアにあり，

それを包んで支えているのが「アガペ」である。 

 学校は何のためにあるのか。一人ひとりの子が今できな

いことをできるようにするためにある。「できる」に価値が

ある場所である。子も師も「できる」に向かって努力する。

しかし，師が「できる」だけを追い求めていると，子の「で

きる」に向かって努力する力が萎えてしまう。できる・でき

ないにかかわらず，まず自分がそこにある，そこに生きて

いるということを受け入れられて愛される。それがあって

初めて子どもは，「できる」ことに善き美しきものを求める。

そうでないと，子どもにとって学校はしんどい場所になる。 

 

『底ひ奈く深き愛なり 

ますらをよ 

いのちの限り 

努めざめらめやも』（附属松本小の碑より） 

 

これは『一切の条件を付けないで，無条件で，深い受容の

愛があるからこそ，人間は善きものや美しいものを求める』

ということを記してある。 

 

 今だからこそ切実な『表現愛』の教育思想を大事にしたい。

人間は表現しながら形成していく。子どもも私たちも自分

が表現することで自分を創っていく。本質はない。すべては

自分の表現に委ねられている。設計図やマニュアルがない

ことに怯える必要はない。私たちにとっての石打ちをする

なかで，イデアが生まれてきて，それが美であり善である。

それを拠り所として実践していくことができる。しかし，何

が『美＝善』であるかを示すイデア（理念）は，あらかじめ

与えられていない。表現・形成の『鑿の一打』の瞬間に生成

しているのだから。教育の目標たるイデアは，教育者と被教

育者との「表現的交渉」としての教育的行為の中にこそ生成

する。 

よりよく生きるための力は「ありのまま」が無条件に肯

定される経験によって支えられている。できる・できない

にかかわらず，すべて肯定されている。それは子どもにも

教師にも言える。 
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『教師の仕事を導くもの，支えるもの 
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